
2022 年度  入学試験問題

算　 　数
第 ２ 回

・試験時間は ５０ 分です。（１０：００ 〜 １０：５０）
・問題は１ページから９ページまでです。
・解答はすべて解答用紙に記入してください。
・解答用紙に受験番号、氏名を記入してください。
・円周率は 3 . 1 4として計算してください。

【注　意】





－ 1 －

　次の計算をしなさい。

（１） ３×４８－８÷１２×２＋３４÷６

（２） １６.９×｛（ ２２
１３  －２.１）× １３

７  ＋１ ｝－１.３

１



－ 2 －

次の問いに答えなさい。

（１） ２地点を往復します。行きの速さが時速１８km，往復の平均の速さが時速１６km
のとき，帰りの速さは時速何kmですか。

（２） ２個のビーカーＡとＢに水とアルコールをまぜた液が入っています。水とアル
コールの比は，Ａのビーカーでは３：５，Ｂのビーカーでは１：３となって 
います。ＡとＢから３：２の割合で液を取り出して新しい液を作りました。新しい
液の水とアルコールの比を，最も簡単な整数の比で答えなさい。

２



－ 3 －

（３） 画びょうが５００個あります。この画びょうを，１人ずつ，前の人より４個少なく
取っていきました。１０人目が前の人より４個少なく取ったところ，ちょうど
画びょうがなくなりました。１人目は何個取りましたか。

（４） 図１のような直方体の形をした容器
に，水が深さ２cmまで入っています。
この中に，底面の直径が２cm，厚さ
１cmの円柱の形をしたコインを，図２
のように４個ずつ積み上げた状態で
全部で２００個を容器に並べます。水面
の高さは何cmになりましたか。ただし，
このコインは水にしずみます。 図１

１０cm１０cm

１７cm１７cm
２１cm２１cm

図２



－ 4 －

　次の問いに答えなさい。

（１） 右の図のような天びんがあります。今，
質量 ア ｇの物体と３ｇと８ｇの分銅 
だけを使って，次の手順で天びんをつり
合わせました。

 手順①　皿Ａに ア ｇの物体をのせる。
 手順②　 皿Ｂに３ｇの分銅を１個ずつ 

のせていったところ，３個目を
のせたところで初めて皿Ｂの側が
下がった。

 手順③　皿Ａに８ｇの分銅を１個のせたところ，皿Ａの側が下がった。
 手順④　 皿Ｂに３ｇの分銅を１個ずつのせていったところ，何個かのせたところ

で初めてつりあった。
 このとき， ア に入る数はいくつですか。

（２） 下の図のように，１辺の長さが１０cmの正八角形の各頂点を中心に，半径１０cm
の円を８個書きました。このとき，図の斜

しゃ

線部分の面積と色のついた部分の面積
の差は何cm２ですか。

３

Ａ Ｂ



－ 5 －

（３） ２４，１４４，Ａの３つの数の最大公約数は２４，最小公倍数は７２０です。Ａとして
考えられる数をすべて答えなさい。なお，この問題は解答までの考え方を表す
式や文章・図などを書きなさい。

（４） 長さが１８０ｍの電車Ａは時速６０kmで走ります。電車Ｂは，長さ６００ｍの橋
をわたりきるのに２８秒かかります。電車ＡとＢが出会ってからすれちがう 
までに９秒かかるとき，電車Ｂの長さは何ｍですか。なお，この問題は解答ま
での考え方を表す式や文章・図などを書きなさい。



－ 6 － － 7 －

　下の図のような長方形ＡＢＣＤがあり，２点Ｐ，Ｑが同時にＡを出発して，矢印の向きに
辺上を移動し，１７分１０秒後に同時にＡに戻

もど

ってきました。２点Ｐ，Ｑともにそれぞれの
辺上では一定の速さで進み，角を曲がるたびに速さが変化します。下のグラフは，Ａを
出発してからの時間と２点Ｐ，Ｑの速さの和を表しています。ただし，Ｂを先に曲がった
のは点Ｑで，Ｃ，Ｄを先に曲がったのは点Ｐです。このとき，次の問いに答えなさい。

（１） グラフのあにあてはまる数を答えなさい。

４

あ

４０cm４０cm

２０cm２０cm

Ａ Ｄ

Ｂ Ｃ

２点Ｐ，Ｑの進む
速さの和（cm／分）

Ａを出発して
からの時間（分）

０ ４ ９

９

１４
１６



－ 6 － － 7 －

（２） 点ＰがＤを曲がったのは出発してから何分何秒後ですか。

（３） ＤからＡに進む間で２点ＰとＱの距
きょ

離
り

が５cmとなるのは，Ａを出発してから何分
何秒後ですか。なお，この問題は解答までの考え方を表す式や文章・図などを
書きなさい。



－ 8 －

５ 　体育館で学年集会を行うことになりました。９人がけの長いすを使って，全員が前から
順に着席していきます。ただし，人と人の間隔

かく

を１メートル以上空ける必要がある 
ため，９人がけの長いすには１つおきにしか座

すわ

れません。図１のように５人ずつ座ると
長いすの数が少なくてすみますが，図２のように前から５人，４人，５人，…と交互に
座ると長いすと長いすの間隔をせまくできます。このとき，次の問いに答えなさい。

図１ 図２

１m１m １m１m１m１m

… …
（１） 学年の生徒数が２４０人のとき，図２のように座ると，図１のときに比べて長いす

は何 脚
きゃく

多く必要ですか。



－ 9 －

（２） 学年の生徒数が 人のとき，図１のときと図２のときの長いすの数の差が
３脚で，どちらも最後列の長いすに座る人数が４人でした。 に入る数と
して考えられるものをすべて答えなさい。なお，この問題は解答までの考え方
を表す式や文章・図などを書きなさい。

（３） 図１のときと図２のときの長いすの数の差が４脚のとき，考えられる生徒数として
最も少ないのは何人ですか。




